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高商連ニュース 

 
 

香
美
郡
民
商 

夏
の
班
会
開
催
中 

８.１５戦争を語りつぐつどい 

～私につながる戦争体験～ 
８月１５日㈯１０:００～１２:００ 

人権啓発センター６階ホール（高知県庁前） 

参加費 ５００円 
 

Ⅰ部 私の戦争体験 

   お話：久川千代子さん（９７歳） 

      （平和の語り部） 

        小学校１年生のとき、戦争がはじま 

        り、昭和２０年７月４日の高知空襲で 

        意識不明。１カ月も声の出ない地獄 

        の体験をしています。声の続く限り戦 

        争反対を訴えます。 

Ⅱ部 私につながる戦争体験 

   現職教員 

   福留恭子さん(平和遺族会・平和委員会) 

   田上悦子さん(短歌九条の会 高知) 

     フロアからの発言 ほか 

講 演 会 
旧統一教会元信者が語る 

｢詐欺師のものの言い方｣ 
８月２９日㈯１３:３０～ 

人権啓発センター６階ホール（高知県庁前） 

参加費 １０００円 

講師:多田文明さん 

    詐欺に詳しいジャーナリスト 

多田さんは、１９８７年から９年間、旧統一教

会の信者として活動した経験を持っていま

す。脱会後は、１００ヶ所以上の現場に潜入取

材しルポを発表。幅広く社会の中の詐欺、悪徳

商法、カルトなどを暴いてきました。 

国
旗
損
壊
罪
に
反
対
で
す 

「
国
旗
の
損
壊
等
の
処
罰
に
関
す
る
法
律
」 

刑
罰
で
国
家
へ
の
尊
厳
感
情
と
忠
誠
心
を
強
要
す
る
も
の 

日
弁
連
も
反
対 

 

本
法
案
は
、
国
民
の
内
心
の

自
由
（
憲
法
第
19
条
）
及
び
表

現
の
自
由
（
憲
法
第
21
条
）
を

侵
害
す
る
お
そ
れ
が
あ
り
、
罪

刑
法
定
主
義
（
憲
法
第
31
条
）

の
観
点
か
ら
も
問
題
が
あ
る
。 

 

本
法
案
が
「
国
旗
損
壊
罪
」
を

定
め
る
立
法
趣
旨
は
、
国
旗
を

大
切
に
思
う
国
民
感
情
を
保
護

す
る
も
の
で
あ
る
と
説
明
さ
れ

て
い
る
。
確
か
に
、
国
旗
は
国
民

の
間
に
広
く
定
着
し
て
お
り
、

こ
れ
に
愛
着
を
感
じ
る
人
も
少

な
く
な
い
。
し
か
し
、
国
旗
を
大

切
に
思
う
感
情
も
、
批
判
的
感

情
も
無
関
心
も
、
ま
さ
に
国
民

一
人
ひ
と
り
の
内
心
の
自
由
に

属
す
る
も
の
で
あ
る
。
し
た
が

っ
て
、
国
旗
に
対
す
る
感
情
は
、

国
民
の
自
由
か
つ
自
然
な
感
情

に
委
ね
ら
れ
る
べ
き
も
の
で
あ

り
、
刑
罰
を
も
っ
て
強
制
さ
れ

る
も
の
で
は
な
い
。
こ
の
よ
う

な
、
刑
罰
に
よ
り
国
民
感
情
を

強
制
し
か
ね
な
い
法
制
度
は
、

憲
法
第
19
条
が
保
障
す
る
内
心

の
自
由
を
侵
害
す
る
お
そ
れ
が

あ
る
。 

 

ま
た
、
日
本
に
お
い
て
は
、
過

去
に
日
の
丸
が
軍
国
主
義
高
揚

の
手
段
の
一
つ
と
し
て
使
わ
れ

た
歴
史
的
経
緯
が
あ
る
た
め
、

本
法
案
に
よ
る
「
国
旗
損
壊
罪
」

の
創
設
は
、
日
本
国
憲
法
が
採

用
し
た
平
和
主
義
に
逆
行
す
る

よ
う
な
印
象
を
与
え
か
ね
な

い
。
ま
た
、
政
治
的
な
批
判
表
現

の
み
な
ら
ず
、
国
旗
を
用
い
た

様
々
な
表
現
自
体
を
萎
縮
、
抑

制
さ
せ
る
こ
と
に
な
り
か
ね

ず
、
憲
法
第
21
条
が
保
障
す
る

表
現
の
自
由
を
制
約
す
る
お
そ

れ
も
大
き
い
。 

 

さ
ら
に
、
本
法
案
で
は
、
第
２

条
第
１
項
で
「
人
に
著
し
く
不

快
又
は
嫌
悪
の
情
を
催
さ
せ
る

よ
う
な
方
法
に
よ
り
、
公
然
と

国
旗
を
損
壊
し
、
除
去
し
、
又
は

汚
損
し
た
者
」
を
処
罰
の
対
象

者
と
し
、
第
２
条
第
２
項
で
「
前

項
の
方
法
に
該
当
す
る
か
ど
う

か
の
判
断
は
、
行
為
の
外
形
、
周

囲
の
状
況
そ
の
他
の
客
観
的
な

事
情
を
総
合
的
に
勘
案
し
て
行

う
も
の
と
す
る
」
と
さ
れ
て
い

る
。 

 

し
か
し
な
が
ら
、「
著
し
く
不

快
又
は
嫌
悪
」
と
い
う
感
情
は

人
そ
れ
ぞ
れ
異
な
り
、
そ
の
よ

う
な
内
心
の
感
情
を
犯
罪
の
構

成
要
件
に
加
え
る
こ
と
は
極
め

て
抽
象
的
か
つ
不
明
確
で
あ

る
。
ま
た
、
「
行
為
の
外
形
、
周

囲
の
状
況
そ
の
他
の
客
観
的
な

事
情
を
総
合
的
に
勘
案
し
て
行

う
」
と
す
る
点
に
つ
い
て
も
、
そ

の
行
為
時
の
規
範
と
し
て
不
明

確
で
あ
り
、
罪
刑
法
定
主
義
（
憲

法
第
31
条
）
に
反
す
る
も
の
で

あ
る
。 

 

以
上
の
と
お
り
、
「
国
旗
損
壊

罪
」
の
創
設
は
、
政
治
的
な
抗

議
活
動
や
表
現
活
動
に
対
す
る

萎
縮
効
果
を
も
た
ら
す
も
の
で

あ
り
、
憲
法
第
１
９
条
及
び
第

２
１
条
に
抵
触
す
る
お
そ
れ
が

高
い
上
、
憲
法
第
３
１
条
の
罪

刑
法
定
主
義
に
反
し
処
罰
範
囲

が
拡
大
し
て
い
く
お
そ
れ
も
大

き
い
。 

 

し
た
が
っ
て
、
当
連
合
会
は
、

「
国
旗
損
壊
罪
」
の
創
設
に
反

対
す
る
。 

  

「国旗の損壊等の処罰に関する法律」の概要 

（定義） 

第一条 この法律において「国旗」とは、国旗及び国歌に関する法律に

定める国旗として用いられていると社会通念上認められる有体物をい

う。 

（罰則等） 

第二条 人に著しく不快又は嫌悪の情を催させるような方法により、公

然と国旗を損壊し、除去し、又は汚損した者は、二年以下の拘禁刑又は

二十万円以下の罰金に処する。 

２ 前項の方法に該当するかどうかの判断は、行為の外形、周囲の状況

その他の客観的な事情を総合的に勘案して行うものとする。 

（適用上の注意） 

第三条 この法律の適用に当たっては、表現の自由その他の日本国憲法

の保障する国民の自由と権利を不当に侵害しないように留意しなければ

ならない。 

 

７
月
14
日
㈫
、
午
後
７
時
～
、

東
川
班
、
山
川
公
会
堂 

 

６
名
中
５
名
が
参
加
と
、
毎
回

参
加
率
の
高
い
班
で
す
。 

 

み
な
さ
ん
第
一
声
が
、｢

暑
い

…

。｣

と
日
中
の
猛
暑
が
こ
た
え
て

い
る
様
子
。 

 

班
の
役
員
体
制
が
輪
番
制
な
の

で
、
す
ぐ
に
決
ま
る
の
が
こ
の
班

の
い
い
と
こ
ろ
。 

 

班
長
さ
ん
、
副
班
長
さ
ん
、
理

事
さ
ん
は
す
ぐ
に
決
ま
り
ま
し
た

が
、
総
会
の
日
に
地
域
の
夏
祭
り

が
あ
る
そ
う
で
、
総
会
代
議
員
が

決
ま
り
そ
う
に
あ
り
ま
せ
ん
。 

 

無
理
か
な
と
思
っ
て
い
た
と
こ

ろ
、
班
長
さ
ん
の
藤
沢
さ
ん
が
、

｢

わ
し
が
い
く｣

と
引
き
受
け
て
く

れ
ま
し
た
。 

 

東
川
班
は
、
オ
キ
ャ
ク
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
身
の
回
り
の
出
来
事

や
、
仕
事
の
話
題
で
盛
り
上
が
り

ま
す
。 

 

 

こ
の
日
は
、｢

給
食
セ
ン
タ
ー
が

委
託
に
な
っ
た
ら
し
い｣｢

県
外
で

委
託
業
者
が
撤
退
し
た
事
例
を
聞

い
た
。
そ
う
な
っ
た
ら
困
る｣

と
い

っ
た
不
安
の
声
や
、
市
の
入
札
で

複
数
の
現
場
を
、
一
括
で
発
注
し

て
い
る
ケ
ー
ス
が
あ
り
、｢

小
さ
い

業
者
は
参
入
で
き
な
い
。
分
離
発

注
が
で
き
な
い
か｣

と
い
っ
た
要

望
も
出
さ
れ
ま
し
た
。 

(

７
／
20
香
美
郡
民
商
会
報)
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